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消防費

【主な経費】
　●厳原港国内ターミナル建設工事・・・2億5,650万円 ●監理委託料・・・・・・・・・・・・・350万円

【主な経費】
　●比田勝港国際ターミナル改修工事・・・9,430万円 ●監理委託料・・・・・・・・・・・・・500万円

【主な経費】
　●厳原港整備事業負担金・・・・・・・・・125万円
　●比田勝港整備事業負担金・・・・・・・1,975万円

●竹敷港整備事業負担金・・・・・・・・500万円
●自然災害防止事業負担金・・・・・・・250万円

【主な経費】
　●安全靴（250足）・・・・・・・・・・・170万円

【主な経費】
　●設計工事管理委託料（大浜、竹敷、佐賀寺ノ口、志多賀、佐須奈、仁田）・・・・・・・・・・・・・・・・・916万円
　●工事請負費（瓜ノ江、三根高松、佐賀寺ノ口、佐賀コグルス、佐賀立山ノ下、佐須奈、関ノサエ）・・・1億7,284万円

【主な経費】
　●横町線改築事業・・・・・・・・・4億5,820万円
　●庚申堂通り整備事業・・・・・・・・・3,000万円
　●中矢来整備事業・・・・・・・・・・・1,250万円

●事業活用調査事業（石塀）・・・・・・400万円
●景観形成助成事業・・・・・・・・・1,000万円

厳原港国内ターミナル建設事業
2億6,072万円

建設課

　県による厳原港整備計画に基づき、現国内ターミナルの移設が不可欠となり、市民や観光客等の利便性を確保す
るため整備を行います。

県港湾事業負担金
2,850万円

建設課

　県港湾関連施設の整備により、地場産業の育成強化と地域経済の活性化を図ります。

まちづくり交付金事業
5億1,720万円

建設課

　道路改築事業及び道路美装化事業により、城下町の景観に配慮した都市基盤整備を図ります。

比田勝港国際ターミナル改修事業
1億円

上対馬振興部　地域振興課

　韓国・釜山港に定期船が就航し、国際交流の窓口となっています。観光客の増加に伴い国際ターミナルを整備し、
外国人観光客の受け入れ体制強化を図ります。

消防団安全確保装備品整備事業
170万円
消防本部

　消防団員が災害活動時に安全に活動するための装備品として安全靴を整備します。

公営住宅等ストック総合改善事業
1億8,200万円

管理課

　公営住宅等長寿命化計画に基づき、耐用年限残が10年以上の住宅を対象に改善を行い、長寿命化を図ると共に維
持管理コストの縮減に努めます。



【主な経費】
　●防災用備蓄食料購入・・・・・・・・・・・82万円

【主な経費】
　●消防団拠点施設建設工事・・・・・・・3,159万円 ●測量調査、設計監理等委託料・・・・・603万円

【主な経費】
　●小型動力ポンプ付積載自動車（8台）・・・6,305万円
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教育費

消防団拠点施設建設事業

　豊玉西地区には消防ポンプ自動車の配備がないため、車両適正配備計画により、消防ポンプ自動車を配備する計
画で進めています。それに併せ、老朽化した豊玉第8分団（水崎）の消防団拠点施設を解体新築し地域の消防機動力
を向上させます。

4,136万円
消防本部

小型動力ポンプ付積載自動車購入事業
6,331万円

消防本部

　平成7年度に購入した小型動力ポンプ付積載自動車の老朽化が進み有
事の際に地域住民の生命、財産を守るための信頼性が著しく低下して
いるため、小型動力ポンプ付積載自動車を更新し地域の消防機動力を
向上させます。

【主な経費】●厳原地区（1基）、美津島地区（1基）・・・2,500万円

耐震性貯水槽設置事業
2,500万円

消防本部

　消防水利の充足率が低い地区に、耐震性の2次製品貯水槽（40ｔ）を設置し、震災時においても使用可能な水利
を整備して消防力の信頼性を向上させます。

スクールソーシャルワーカー派遣事業
166万円
学校教育課

　いじめ、不登校、暴力行為、児童虐待など生徒指導上の課題に対応するため、教育分野に関する知識に加えて、
社会福祉士等の専門的な知識・技術を用いて、児童生徒の置かれた様々な環境に働き掛けて支援を行います。

災害時備蓄品購入事業
82万円
総務課

　災害時に備え生活必需品等の確保を目的とした備蓄体制の整備を図ります。
（5ヵ年計画の3年目）

【主な経費】●泉地区（消火栓10基、水槽引込2基）・・・570万円

消火栓改修工事負担金
570万円
消防本部

　上対馬の中央簡易水道基幹改良工事に伴い消火栓等の改修工事を行うための負担金です。

【主な経費】
　●スクールソーシャルワーカー報酬・・・・126万円 ●費用弁償・・・・・・・・・・・・・・・40万円


